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昨
年
九
月
、
会
長
職
を
拝
命
後
初
め
て
の
総
会

を
開
催
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
諸
先
輩
に
創

り
上
げ
て
い
た
だ
い
た
会
の
踏
襲
で
は
あ
り
ま
し

た
が
、
大
変
多
く
の
方
々
に
ご
参
加
い
た
だ
き
盛

会
の
う
ち
に
終
え
る
事
が
出
来
ま
し
た
。
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
後
、
反
省
点
を

活
か
し
た
総
会
お
よ
び
懇
親
会
が
開
催
で
き
ま
す

よ
う
努
力
し
て
参
り
ま
す
。
引
き
続
き
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
現
代
社
会
は
変
化
が
激
し
く
、
我
々
「
前

時
代
」
の
人
間
に
と
っ
て
は
ど
ん
ど
ん
と
難
し
い
世

の
中
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。
た
と
え
ば
ゲ
ー
ム
が
、

今
で
は
、　

ス
ポ
ー
ツ
な
る
競
技
会
に
発
展
し
、

一
億
円
も
の
賞
金
が
つ
く
時
代
に
な
り
ま
し
た
。

ゲ
ー
ム
を
し
て
遊
ん
で
い
る
と
認
識
し
て
い
た
こ
と

が
、
職
業
と
し
て
成
り
立
つ
時
代
に
な
っ
た
と
い
う

こ
と
で
す
。
先
輩
と
し
て
、
ま
た
は
親
と
し
て
、
子

ど
も
た
ち
に
何
を
め
ざ
す
よ
う
に
導
い
て
あ
げ
れ
ば

よ
い
の
か
さ
え
判
断
が
付
き
に
く
く
な
っ
た
と
言
え

る
で
し
ょ
う
。
そ
れ
で
も
ゲ
ー
ム
の
分
野
だ
け
で
言

え
ば
競
技
を
す
る
側
よ
り
も
開
発
を
す
る
側
の
方
が

有
利
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
も
ら
う

側
よ
り
も
出
す
側
の
方
が
、
総
合
的
に
見
て
い
ろ
い

ろ
な
こ
と
が
で
き
あ
が
っ
て
い
る
の
は
間
違
い
な
い

で
し
ょ
う
。
他
の
こ
と
へ
の
応
用
も
き
き
ま
す
。
必

要
と
さ
れ
る
能
力
が
幅
広
く
活
用
で
き
る
と
い
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。
ひ
と
つ
言
え
る
の
は
、
一
つ
一
つ

の
事
象
の
発
展
性
や
可
能
性
の
検
証
を
確
か
な
経
験

値
よ
り
精
査
し
て
、
必
要
な
も
の
と
不
要
な
物
事
の

選
別
が
大
変
重
要
に
な
っ
て
く
る
と
い
う
こ
と
で

す
。
具
体
的
な
事
例
に
簡
単
に
今
、
答
え
が
あ
る
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
結
果
と
し
て
認
識
で
き
る

事
例
も
ど
ん
ど
ん
増
え
て
い
る
と
言
え
ま
す
。
人

は
お
と
な
に
な
っ
て
も
常
に
勉
強
を
し
続
け
な
け
れ

ば
、
長
い
一
生
を
充
実
し
た
時
間
に
し
続
け
る
の
は

難
し
い
と
い
う
こ
と
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。
北
高
の

仲
間
に
は
幅
広
く
経
験
値
の
高
い
人
た
ち
が
大
勢
い

ま
す
。
同
窓
会
も
活
用
し
な
が
ら
充
実
し
た
人
生
を

送
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
と
思
っ
て
い
ま
す
。

同
窓
会
の
皆
さ
ま
に
は
、
ま
す
ま
す
ご
健
勝

の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。
日
頃
は
母

校
の
教
育
活
動
に
多
大
な
ご
理
解
と
ご
支
援
を

賜
り
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

本
校
は
「
高
い
知
性
と
豊
か
な
情
操
、
た
く

ま
し
い
気
力
・
体
力
の
養
成
」
を
教
育
目
標
に

掲
げ
、
「
高
い
志
を
も
っ
て
三
兎
を
追
う
」
を

モ
ッ
ト
ー
に
、
学
習
活
動
、
部
活
動
、
学
校
行

事
に
意
欲
を
も
っ
て
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る

生
徒
を
育
成
し
て
い
ま
す
。

生
徒
は
日
々
の
諸
活
動
に
積
極
的
に
参
加

し
、
充
実
し
た
学
校
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。

今
春
の
大
学
入
試
に
お
い
て
も
、
多
く
の
難
関

大
学
や
国
公
立
医
学
科
に
合
格
す
る
と
い
っ
た

成
果
を
出
し
て
い
ま
す
。
部
活
動
に
お
い
て
も

一
学
期
に
開
催
さ
れ
た
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
予
選
で

は
、
様
々
な
部
活
動
が
県
大
会
出
場
を
果
た
し

ま
し
た
。
中
で
も
、
陸
上
部
、
弓
道
部
、
カ

ヌ
ー
部
、
水
泳
部
に
所
属
す
る
五
名
は
東
海
大

会
出
場
を
果
た
し
て
お
り
ま
す
。
特
に
、
陸
上

部
女
子
選
手
、
弓
道
部
男
子
選
手
は
、
そ
れ
ぞ

れ
沖
縄
県
、
宮
崎
県
で
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
も

出
場
い
た
し
ま
し
た
。

私
も
地
区
予
選
か
ら
い
く
つ
か
の
種
目
を
観

戦
し
ま
し
た
。
勝
敗
は
運
が
左
右
す
る
場
合
も

あ
り
ま
す
が
、
本
校
生
徒
は
常
に
前
向
き
で

ピ
ン
チ
を
チ
ャ
ン
ス
に
変
え
る
力
強
さ
を
感
じ

ま
し
た
。
六
月
の
東
海
大
会
で
は
陸
上
の
八
百

メ
ー
ト
ル
、
弓
道
の
個
人
戦
を
観
戦
し
ま
し

た
。
同
日
開
催
の
カ
ヌ
ー
の
競
技
場
へ
は
行
け

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
全
力
を
出
し
切
っ
て
く
れ

た
と
思
い
ま
す
。

九
月
に
は
北
高
祭
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
今
年

度
も
三
学
年
縦
割
り
の
団
編
成
で
実
施
し
ま

す
。
結
団
式
を
経
て
、
三
年
生
が
一
・
二
年
生

を
リ
ー
ド
し
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
完
成
ま

で
に
は
い
く
つ
か
の
課
題
を
克
服
し
て
い
く
こ

と
で
し
ょ
う
。
そ
し
て
北
高
祭
当
日
は
、
そ
れ

ぞ
れ
成
長
し
た
姿
が
見
ら
れ
る
こ
と
を
楽
し
み

に
し
て
い
ま
す
。

同
窓
と
し
て
の
人
間
関
係
は
何
物
に
も
代
え
難

い
宝
物
で
あ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。
そ
こ
に
集

う
人
た
ち
の
心
を
豊
か
な
も
の
に
し
、
ま
た
、

自
分
が
歩
ん
で
き
た
道
を
振
り
返
る
こ
と
の
意

義
を
感
じ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
在
校
生
に
は
、

長
い
歴
史
を
も
つ
本
校
に
入
学
し
た
幸
運
を
実

感
す
る
と
と
も
に
、
母
校
や
地
域
に
対
す
る
深

い
愛
情
を
育
て
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

同
窓
会
の
皆
さ
ま
に
は
、
今
後
と
も
変
わ
ら
ぬ

ご
協
力
ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

同
窓
会
会
長

　

春
井 

宏
之

校　

長

　

坪
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国立大合計 136

公立大合計 45

合 計 181

国公立大学　中部地区

中
部
地
区 

132

愛
　
知

愛 知 教 育 大 19
名 古 屋 工 業 大 12
名 古 屋 大 17
愛 知 県 立 大 10
豊 橋 技 術 科 学 大 3
名 古 屋 市 立 大 14

東
海
三
県

岐 阜 大 14
浜 松 医 科 大 1
静 岡 大 15
三 重 大 　 7
岐 阜 県 立 看 護 大 1

甲
信
越
・
北
陸

富 山 大 1
金 沢 大 3
福 井 大 5
山 梨 大 1
信 州 大 4
石 川 県 立 大 1
福 井 県 立 大 1
公立諏訪東京理科大 1
長 野 大 2

平成31年度入試 合格者数（過年度卒を含む）

国公立大学　東日本

東
日
本 

12

北 海 道 大 3
東 北 大 1
秋 田 大 1
山 形 大 3
茨 城 大 1
一 橋 大 1
横 浜 市 立 大 2

国公立大学　西日本

西
日
本 

37

滋 賀 大 6
京 都 大 2
京 都 工 芸 繊 維 大 2
大 阪 大 2
神 戸 大 1
岡 山 大 3
広 島 大 3
奈 良 女 子 大 2
徳 島 大 1
宮 崎 大 1
高 知 大 1
滋 賀 県 立 大 2
奈 良 県 立 大 1
神 戸 市 立 外 語 大 2
兵 庫 県 立 大 1
岡 山 県 立 大 1
広 島 市 立 大 3
下 関 市 立 大 1
長 崎 県 立 大 1
名 桜 大 1

主な私立大学
青 山 学 院 大 1 明 治 大 2 南 山 大 93

慶 應 義 塾 大 2 立 教 大 1 藤 田 保 健 衛 生 大 32

国 際 基 督 教 大 1 愛 知 大 86 名 城 大 98

芝 浦 工 業 大 1 愛 知 淑 徳 大 43 同 志 社 大 26

順 天 堂 大 2 金 城 学 院 大 18 立 命 館 大 69

中 央 大 3 椙 山 女 学 園 大 31 関 西 大 8

東 京 理 科 大 9 中 京 大 55 近 畿 大 8

東 洋 大 1 豊 田 工 業 大 6 関 西 学 院 大 8

法 政 大 3 名 古 屋 外 国 語 大 29  

❶国公立大合格  181名。  

❷京都大学2名、名古屋大学17名、
　浜松医科大学１名合格。

❸北海道大学3名、大阪大学2名、
　一橋大学１名、広島大学３名
　神戸大学１名合格。

❹コスモ9期生も大きくはばたく。
　国公立大学に17名合格。

ト ピ ッ ク ス

進路実績詳細は、
ホームページをご参照ください。

協賛広告 3 件
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西三河地区大会の成績は岡崎北高校のホームページをご参照ください。

部 活 動  成 績 　（平成30年８月～令和元年７月）

激励費贈呈 水泳部 東海大会出場

激励費贈呈 弓道部 全国大会出場

激励費贈呈 陸上競技部 全国大会出場

激励費贈呈 陸上競技部 全国大会出場

東海吹奏楽コンクール

【全国大会以上】
部活動名 大会名 部門 成績

陸上競技
第12回Ｕ18日本陸上競技選手権大会 男子110ｍＨ 出場
令和元年度全国高等学校総合体育大会陸上競技 女子1500m 出場

弓道 令和元年度全国高等学校総合体育大会弓道競技 男子個人 出場

放送
第65回NHK全国高校放送コンテスト全国大会 アナウンス部門 出場
第42回全国高等学校総合文化祭長野大会 放送部門 出場

【東海大会・中部大会】
部活動名 大会名 部門 成績

陸上競技

第21回東海高等学校
新人陸上競技選手権大会

男子110mH 第1位
女子1500m 第3位
女子800m 第3位
男子走り高跳 出場

第66回東海高等学校総合体育大会
陸上競技

女子800m 第８位
女子1500m 第２位

弓道 第66回東海高等学校総合体育大会 弓道競技 男子個人 ベスト８

カヌー 第66回東海高等学校総合体育大会
カヌー競技

女子カヤックシングル　 第４位
男子カヤックシングル 第６位

水泳 第66回東海高等学校総合体育大会
水泳競技

男子１００m背泳ぎ 出場
男子２００m平泳ぎ 出場

吹奏楽
平成30年度東海吹奏楽コンクール B編成の部 銀賞

第31回中部日本個人・重奏
コンテスト本大会

サクソフォンソロ 銀賞
クラリネット八重奏 銀賞

【県大会（入賞以上）】
部活動名 大会名 部門 成績

陸上競技

平成30年度愛知県高等学校
新人体育大会　陸上競技

男子走り高跳 第6位
男子110mH 第2位
女子800m 第3位
女子1500m 第5位

第73回愛知県高等学校総合体育大会
陸上競技

女子800m 第２位
女子1500m 第３位

弓道 第73回愛知県高等学校総合体育大会 男子個人 第２位

水泳

第72回愛知県高等学校
新人体育大会　水泳競技

男子4×100mメド
レーリレー 第７位

平成30年度愛知県高等学校
新人体育大会　水泳競技

女子１００m背泳ぎ 第８位
男子１００m背泳ぎ 第５位
男子２００m平泳ぎ 第７位

第73回愛知県高等学校総合体育大会
水泳競技

男子100m背泳ぎ 第７位
男子200m背泳ぎ 第8位

カヌー 第73回愛知県高等学校総合体育大会　
カヌー競技

女子カヤックシングル 第3位
男子カヤックシングル 第8位

吹奏楽
平成30年度愛知県アンサンブルコンテスト 打楽器七重奏 金賞

第31回中部日本個人・重奏コンテスト
愛知県大会

サクソフォンソロ 金賞
クラリネット八重奏 金賞

美術 平成31年度アートフェスタ 立体作品 出展

その他の県大会出場部 ： テニス（女）、
ソフトテニス（男）、バレーボール（男女）、
卓球（男）、柔道（男女）

激励費贈呈 陸上競技部 東海大会出場
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令
和
元
年

五
月
十
九
日

（
日
）
に
今

年
度
の
プ
レ

成
人
式
の
案

内
状
の
発
送

準
備
作
業
を

行
っ
た
後
に
、

若
手
理
事
を

囲
ん
で
の
懇

親
会
を
行
い

ま
し
た
。

平
成
二
十
三
年
度
（
上
段
写
真
、三
本
松
再
生
）、

平
成
二
十
四
年
度
（
下
段
写
真
、
ポ
プ
ラ
再
生
）

平
成
二
十
五
年
度
（
上
段
写
真
、
松
喰
い
虫
駆
除
）、

平
成
二
十
六
年
度
（
下
段
写
真
、英
語
読
み
物
寄
贈
）

　

平
成
二
十
七
年
度

　

岡
崎
北
高
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
、
ス
ピ
ー

カ
ー
を
２
基
設
置
し
ま
し
た
。
グ
ラ
ウ
ン
ド

で
は
大
音
量
で
も
、
本
館
や
校
舎
内
に
い
る

と
そ
の
音
が

聞
こ
え
な
い

と
い
う
指
向

性
の
高
さ
で

す
。

　

平
成
二
十
九
年
度

　

三
本
松
の
再

生
（
一
本
植
樹
）

と
松
喰
い
虫
駆

除
の
薬
剤
を
投

与
。
ま
た
、
前

回
植
樹
し
た
一

本
の
傾
き
補
正

も
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

平
成
三
十
年
度

　

こ
こ
数
年
間
の
豪
雨
や
台
風
の
影
響
で
、

ポ
プ
ラ
の
木
が
何
本
か
倒
壊
し
て
し
ま
い
ま

し
た
。
十
二
月
に
ポ
プ
ラ
並
木
を
再
生
に
向

け
、
苗
木
の
植
樹
を
し
ま
し
た
。
ま
た
、
図

書
館
へ
の
書
籍
の
寄
贈
も
し
ま
し
た
。

ポ
プ
ラ
基
金

　
｢

ポ
プ
ラ
基
金｣

は
、
平
成
二
十
五
年
度

よ
り
、
従
来
の
岡
崎
北
高
校
の
環
境
整
備
に

加
え
て
、
岡
崎
北
高
校
の
蔵
書
を
充
実
す

る
支
援
も
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
今
ま
で
の

支
援
状
況
を
以
下
に
ま
と
め
ま
し
た
の
で
、

今
年
度
も
今
ま
で
以
上
に
、
会
員
の
皆
様
の

温
か
い
ご
理
解
と
ご
支
援
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。
な
お
、
ポ
プ
ラ
基
金
の
決
済
状
況
は

第
７
面
の
会
計
報
告
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

過
去
の
支
援
状
況

令
和
元
年
度
教
育
実
習
生

＊
同
窓
生
短
信
①
＊

＊
同
窓
生
短
信
②
＊

再生された三本松

図書館にて撮影

協賛広告 4 件



（5）2019年（令和元年）8月19日 北 高 会   同 窓 会 報 第 13 号

平成30年度
懇親会の様子
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北
高
32
回
生

岡
田 

雅
樹

●
極
域
科
学
に
至
る
ま
で

　

岡
崎
北
高
校
を
一
九
八
四
年
に
卒
業
し
、

京
都
大
学
工
学
部
電
気
電
子
工
学
科
に
入

学
、
プ
ラ
ズ
マ
理
工
学
を
専
攻
し
て
大
学
院

博
士
課
程
を
修
了
、
現
在
、
国
立
極
地
研
究

所
の
准
教
授
と
し
て
、
東
京
都
立
川
市
の
研

究
所
に
勤
務
し
て
お
り
ま
す
。
大
学
院
で
プ

ラ
ズ
マ
波
動
の
研
究
を
行
っ
て
い
た
関
係

で
、
磁
気
圏
プ
ラ
ズ
マ
物
理
と
オ
ー
ロ
ラ
物

理
の
分
野
の
研
究
と
同
時
に
、
南
極
観
測
隊

の
支
援
を
業
務
と
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。

　

高
校
時
代
か
ら
、
数
学
と
物
理
学
が
好
き

で
し
た
が
、
高
校
か
ら
大
学
と
進
む
に
従

い
、
語
学
力
も
重
要
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
く

日
々
で
し
た
。
高
校
時
代
は
卓
球
部
で
し
た

が
、
大
学
時
代
に
ワ
ン
ダ
ー
フ
ォ
ー
ゲ
ル
部

に
入
り
、
文
系
学
部
を
含
め
他
学
部
の
メ
ン

バ
ー
と
一
緒
に
山
に
登
る
機
会
が
あ
り
、
テ

ン
ト
の
中
で
の
議
論
に
白
熱
し
た
こ
と
を
今

で
も
思
い
出
し
ま
す
。

●
南
極
観
測
へ
の
参
加

　

二
〇
〇
七
年
か
ら
二
〇
〇
九
年
に
か
け

て
、
第
49
次
南
極
地
域
観
測
隊
越
冬
隊
に
参

加
し
、
二
〇
一
六
年
か
ら
二
〇
一
八
年
に
第

58
次
南
極
地
域
観
測
隊
の
越
冬
隊
長
と
し
て

2
度
目
の
越
冬
を
経
験
し
て
き
ま
し
た
。
大

学
時
代
の
山
登
り
の
経
験
か
ら
、
寒
冷
地
の

怖
さ
と
と
も
に
、
美
し
さ
に
惹
か
れ
る
思
い

が
あ
り
ま
し
た
。
越
冬
隊
は
30
人
前
後
で
1

年
間
孤
立
し
た
環
境
で
過
ご
す
た
め
、
生
活

は
さ
す
が
に
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
し

か
し
、
現
在
の
南
極
昭
和
基
地
は
、
衛
星
通

信
回
線
に
よ
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
24
時
間

365
日
使
用
で
き
る
た
め
、
国
内
の
情
報
通
信

環
境
と
遜
色
な
い
状
況
で
す
。

●
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

高
校
時
代
は
、
進
路
に
つ
い
て
悩
む
時
期

だ
と
思
い
ま
す
が
、
得
意
分
野
を
伸
ば
す
こ

と
と
同
時
に
、
広
い
視
野
を
身
に
着
け
る
こ

と
も
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。
受
験
の
よ
う
な

眼
前
の
目
標
に
集
中
す
る
時
期
も
あ
り
ま
す

が
、
時
代
と
と
も
に
変
化
し
、
複
雑
化
す
る

社
会
の
中
で
は
、
長
い
目
で
生
涯
勉
強
す
る

意
欲
と
目
標
を
失
わ
な
い
こ
と
も
大
切
だ
と

思
い
ま
す
。
南
極
観
測
と
極
域
科
学
と
い
う

や
や
浮
世
離
れ
し
た
分
野
で
仕
事
を
す
る
こ

と
に
い
ま
だ
に
戸
惑
う
こ
と
も
あ
り
ま
す

が
、
地
球
環
境
と
自
然
科
学
に
つ
い
て
社
会

に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば

と
考
え
て
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

  

岡
田
雅
樹
氏　

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　

情
報
・
シ
ス
テ
ム
研
究
機
構
／
国
立
極
地
研
究
所

　

宙
空
圏
研
究
グ
ル
ー
プ
／
准
教
授

ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト

ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト

昭和基地で見られるオーロラ春の雪で覆われた昭和基地主要部

昭和基地前の海氷上での
記念写真

協賛広告 2件
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令和元年度  総会・懇親会情報令和元年度  総会・懇親会情報 総　会：午後１時30分  竜美丘会館301号室
懇親会：午後2時10分  竜美丘会館大ホール
総　会：午後１時30分  竜美丘会館301号室
懇親会：午後2時10分  竜美丘会館大ホール日時：令和元年9月15日（日）日時：令和元年9月15日（日）日時：令和元年9月15日（日）日時：令和元年9月15日（日）

【平成30年度 決算報告書】 （平成30年4月1日〜平成31年3月31日）

収
入

科目 予算額 収入済額 比較増減額 備考
繰越金 920,500  920,500 0
入会金  2,364,000  2,346,000 △ 18,000 6000円×391名
特別会計より繰入金  1,000,000 1,000,000 0
懇親会会費  360,000  308,000 △ 52,000
協賛広告費  74,000  72,000 △ 2,000
諸収入  200,000  289,788 89,788 銀行利息、会報購読料

合　計  4,918,500  4,936,288 17,788

【平成30年度　特別会計決算報告書】
特別会計積立額の変遷

平成20年度 800,000 
平成21年度 800,000 
平成22年度 400,000 
平成23年度 400,000 
平成24年度 400,000 
定期へ入金① -1,000,000 
平成25年度 200,000 
平成26年度 400,000 
平成27年度 500,000 

定期へ入金② -1,000,000 
平成28年度 500,000 

110周年記念事業へ -398,705 
110周年記念事業から 87,399 

110周年懸垂幕 -28,000 
平成29年度記念誌売り上げ 27,000 

平成29年度 300,000 
利息（29年度まで） 1,171 
メイン口座へ貸出 -1,000,000 

決算利息 10 
110周年記念誌売上 19,000 
メイン口座より返却 1,000,000 

決算利息 6 
平成30年度 800,000 

合　計 3,207,881 

【平成30年度　ポプラ基金決算報告書】
収
入

科　目 収入済額 備　考
繰越金 332,618 

募金（懇親会） 69,000
タオル売上10,000
円、市３回生個人
10,000円他

募金（個人・同年会等） 79,500
9,10,25,45,63回生
個人（各5,000円以
上）他 12月末日締め

利息 2
合　計 481,120 

【令和元年度　ポプラ基金　会計予算書】
収
入

科　目 本年度予算額 前年度予算額 比較増減額
繰越金 135,308 332,618 △ 197310
募金

（総会・懇親会） 90,000 90,000 0

募金
（個人・同窓回生） 60,000 60,000 0

合　計  285,308  482,618 △ 197310

支
出

科　目 本年度予算額 前年度予算額 比較増減額
ポプラ文庫  50,000  50,000 0
施設充実費  100,000  100,000 0
予備費  135,308  332,618 △ 197310

合　計  285,308  482,618 △ 197310

支
出

科　目 支出済額 備　考
カロリナポプラ植栽

（３本） 178,200 ポプラ並木再生

ポプラ文庫 50,000 図書館へ本を寄贈
テント 117,612

合計 345,812

支
出

科目  予算額  支出済額 予算残額 備考
会議費  85,000  77,774 △ 7,226 若手理事懇親会費用含
通信連絡費  285,000  247,695 △ 37,305
総会費  1,250,000  1,079,109 △ 170,891
慶弔費  8,000 ─ △ 8,000
周年行事積立金  800,000  800,000 0
同窓会報発行費  320,000  285,336 △ 34,664
部活動激励費  600,000  440,000 △ 160,000
特別会計への戻入金  1,000,000  1,000,000 0
雑費  570,500  173,087 △ 397,413 皆勤賞記念品,デジタルカメラなど

合　計  4,918,500  4,103,001 815,499

支
出

科目 本年度予算額 前年度予算額 比較増減額 備考
会議費  85,000  85,000 0 若手理事懇親会費用含
通信連絡費  285,000  285,000 0
総会費  1,300,000  1,250,000 50,000 諸費用高騰のため
慶弔費  8,000  8,000 0
周年行事積立金  800,000  800,000 0
同窓会報発行費  330,000  320,000 10,000 諸費用高騰のため
部活動激励費  500,000  600,000 △ 100,000
特別会計への戻入金  1,000,000 1,000,000 0
雑費  629,287  570,500 58,787

合　計  4,937,287  4,918,500 18,787

【令和元年度　会計予算書】
収
入

科目 本年度予算額 前年度予算額 比較増減額 備考
繰越金 833,287  920,500 △ 87,213
入会金  2,382,000  2,364,000 18,000 6000円×397名
特別会計より繰入金  1,000,000 1,000,000 0
懇親会会費  450,000  360,000 90,000 2500円×180名
協賛広告費  72,000  74,000 △ 2,000
諸収入  200,000  200,000 0 銀行利息、会報購読料

合　計  4,937,287  4,918,500 18,787

平
成
三
十
年
度
白
楊
賞
受
賞
者

協賛広告 2件
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退
職
者
で
転
出
先
が
岡
崎
北
高
校
の
場
合

は
、
退
職
者
の
欄
の
み
に
掲
載

　

平
成
三
十
年
十
二
月
十
日
（
月
）
に
開
催

し
た
第
一
学
年
進
路
講
演
会
の
分
科
会
に
、
公

認
会
計
士
関
連
で
北
高
二
十
四
回
生
野
村
政

弘
氏
の
紹
介
に
よ
り
講
師
を
派
遣
し
ま
し
た
。

　

北
高
会
で
は
、
よ
り
多
く
の
理
事
の
方
々

（
及
び
該
当
学
年
の
学
級
幹
事
）
に
、
理
事

会
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
総
会
・
懇
親
会

を
盛
り
上
げ
て
い
た
だ
き
た
い
と
願
っ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
同
年
会
や
ク
ラ
ス
会
を
開
催
す
る

際
に
サ
ポ
ー
ト
も
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

    

同
窓
会
報
の
記
事
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

⑴
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
の
執
筆
者

　

⑵
近
況
報
告

自
薦
・
他
薦
ど
ち
ら
で
も
構
い
ま
せ
ん
の
で

お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

    

同
窓
会
報
ご
購
読
の
お
願
い

同
窓
会
報
の
購
読
者
が
増
え
ま
す
よ
う
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
購
読
料
は
、
二
年

で
千
円
、
五
年
で
二
千
円
、
十
年
で
四
千
円

で
す
。

    

ポ
プ
ラ
基
金
へ
の
協
力
の
お
願
い

ポ
プ
ラ
基
金
は
、
北
高
の
環
境
整
備
へ
の
支

援
を
目
的
と
し
た
基
金
で
す
。
一
口
五
百
円

以
上
で
随
時
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
の
で
、

ご
協
力
し
て
い
た
だ
け
る
方
は
、
お
気
軽
に

事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

    

お
問
合
せ
先

電　

話
（
０
５
６
４
）
２
２
｜
２
５
３
６

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
０
５
６
４
）
２
５
｜
９
２
３
１

メ
ー
ルdousou_kitakoh@

yahoo.co.jp

の
い
ず
れ
か
の
方
で
事
務
局
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

敬
称
略
カ
ッ
コ
内
は
、（
科
目
、在
職
年
数
、転
入
・
転
出
先
）

平
成
三
十
一
年
度 

先
生
方
の
異
動

理
事
会
へ
の
お
誘
い

一
年
生
向
け
進
路
講
演
会
へ
の

講
師
派
遣
サ
ポ
ー
ト

理事会後の音楽部によるミニコンサート役員会の様子

事
務
局
か
ら
の
お
願
い

ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
に
注
意
を
!!

　
今
年
も
、
引
き
続
き
、
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー

ル
や
、
電
話
に
よ
る
勧
誘
に
十
分
に
お
気

を
つ
け
く
だ
さ
い
。

北
高
会
で
は
、
名
簿
の
発
行
も
勧
誘

も
し
て
お
り
ま
せ
ん
！

１234

退
職
・
転
出
・
転
入
さ
れ
た
先
生
方
の
一
覧

（
詳
細
を
知
り
た
い
場
合
は
会
報
13
号
の
紙
媒
体

  

を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。）


